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少し役立っている どちらでもない あまり役立ってない 全く役立っていない






































































































同意書種類 造影剤 MRI 抑制 CV 輸血 特定生物 月別合計
平成31/ ４月 34 6 21 10 12 12 95
令和元年５月 37 11 26 12 15 12 113
６月 39 15 28 17 15 15 129
７月 49 13 28 18 18 20 146
８月 60 14 39 27 28 24 192
９月 51 8 29 17 15 17 137
10月 60 9 28 13 17 10 137
11月 48 15 34 24 29 28 178
12月 49 10 35 16 11 11 132
令和２年１月 32 6 27 15 15 15 110
２月 29 6 19 6 10 6 76
３月 36 8 25 15 17 18 119


































































































































































































































・ 保護変更申請書           など 
・ 造影剤使用同意書 














・ 道南圏 MC 事後検証票データ入力 
   (作成後は医師の確認が必要です) 
・ ICU 入院感染調査 










くぼ 070-6957-8366(内線 6474)まで 
ご連絡下さい｡ 
各種オーダ代行入力 救命センター外来診療記録の入力
図10　ER医療クラークの周知ポスター
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当院でも検討の余地はあると思われる．
　現在は４名の医療クラークがシフト制勤務を行ってい
るため，全員が出勤する日が限られる．また，作業場所
が３か所（ER，救急科医局，クラーク作業室）に分散
するため，情報共有に工夫が必要である．電子メールや
日誌の活用などにより，連携を保っていきたいと考えて
いる．
　現在の医療，特に救急医療においては，チーム医療は
欠かすことのできないものとなっている．重症患者を全
力で救命しようとする救急医や看護師，その他職種の
チームワークを常に目にしていると，我々医療クラーク
も，チームの一員として間接的に救命に関わっているこ
とを実感する．医師の事務作業補助としてデスクワーク
に特化するだけではなく，救急医や研修医と良好なコ
ミュニケーションを保ち，その他医療職と患者の間をつ
なぐ架け橋となって，チーム医療に貢献したいと考えて
いる（図11）．
ま　　と　　め
　平成21年度より救命救急センターに医療クラークが専
任配置され，救急医のニーズに応えながら順次業務を拡
大した．配置から10年が過ぎ，医療クラークの業務は定
着し高い満足度が得られているが，今後はデータに基づ
いた業務内容の見直しや，更なる業務拡大が課題であ
る．診療チームの一員として，救急医療の向上に寄与で
きるよう，引き続き努力したい．
利益相反：本報告に対して企業・組織または団体からの
資金提供はなく，著者全員において，発表内容に関係す
る企業・組織または利益相反はない．
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図11　救急診療チームと医療クラークの位置づけ
